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長野運動公園総合体育館整備外事業 公募型プロポーザル 

現 地 説 明 会 に 関 す る 質 問 及 び 回 答 

１ 

【質 問】 【回 答】 

現地説明においてアクアウィングと新総合体育館との接続についての

提案等も求めるとのことでしたが、要求水準書 P. 21 以降に記載の改修

工事内容と新設位置が重複する場合は、提案を優先するという認識でよ

ろしいでしょうか。 

お見込みのとおりです。 

２ 

【質 問】 【回 答】 

■要求水準書Ｐ．８（Ⅰ．総則、5．工程計画、ウ．アクアウィング長

寿命化改修工事の設計期間及び工事期間） 

・改修期間中のアクアウィング休館期間を必要最小限で設定することと

ありますが、現時点で休館が不可能な期間が設定されていましたら、ご

教示ください。 

令和７年度以降では、休館が不可能な期間はありませんが、７月から９月に

ついては、可能であれば休館から外していただければと考えています。 

３ 

【質 問】 【回 答】 

電源がアクアウィングの受変電設備から陸上競技場へいっているとの

ことだがキュービクル更新に伴い停電期間が発生することになるが、陸

上競技場について停電可能期間はありますでしょうか。また、冬期は施

設自体の閉鎖期間がありますでしょうか。 

キュービクル更新による運動公園の停電期間については、協議・調整するこ

ととしますが、可能であれば１月から３月頃を希望します。 

４ 

【質 問】 【回 答】 

指定避難所（収容人数 1500 人）とあるが、滞在期間は何日想定とする

のでしょうか。 

状況により滞在期間はことなりますが、施設計画においては、避難生活で避

難者が快適に過ごせるよう配慮してください。 

５ 
【質 問】 【回 答】 

既存体育館の内覧は可能でしょうか。 実施要領 Ⅳ－４－（２）に記載のあるとおりです。 
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６ 

【質 問】 【回 答】 

アクアウイング現地説明会、③50ｍプールにおいて、係員の方から屋

根改修と天井ダクト等の更新など天井改修の説明がありました。 

資料 13 アクアウイング評定関係で示されている内容によれば、平成 6年

11 月時に建築基準法第 38 条の規定に基づき、同法施行令第 90 条及び第

96 条の規定によるものと同等以上の効力を有するものであることについ

て評定の申込みがなされ、申込みの範囲において構造耐力上支障がない

ものと判断を受けています。 

今回の屋根及び天井改修に伴い、2期工事の改修の扱いになっています

が、将来の実施設計を想定して、基本設計の段階でも、当時の構造評定

と同様な技術的検討が必要と考えて宜しいでしょうか。 

改修方法によって必要とされる構造の技術的検討がある場合は、本事業の中

で行うこととします。 

７ 

【質 問】 【回 答】 

アクアウイングの屋根及び天井に伴い、開閉式屋根架構について、開

閉式屋根架構の可動を維持するという考えで宜しいでしょうか。 

合わせて、開閉式屋根を可動させる機会は、これまで通年で何回程度

を可動させていますでしょうか。 

今後、可動させることはないと考えています。 

また、近年可動はしていません。 

８ 

【質 問】 【回 答】 

アクアウイング現地説明会、④会議室 1、医務室の改修の説明の際に、

係員の方から、この辺りに新しい総合体育館との接続部分を想定という

説明がありました。 

資料 13 アクアウイング評定関係で示されている内容によれば、平成 6

年 9 月時に排煙設備、非常用進入口、避難設備に係る防災性能に関する

評定申込みがなされ、別添評定報告書のとおり、防災上支障がないもの

と評定を受けています。 

接続方法により、アクアウィングに防災性能に関する法的な遡及が及ぶ場合

は、現行法に適合できる対応策を確認したうえで、技術的検討を行い適法化し

てください。 
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今回の会議室 1、医務室辺りでの新総合体育館との接続部分を含め、基

本設計、実施設計の段階でも、当時の防災評定と同様な技術的検討が必

要と考えて宜しいでしょうか。 

９ 

【質 問】 【回 答】 

アクアウィングにてオフィス家具、什器、備品等が工事の支障となる

場合、それらの一時的な移動・撤去・復旧は市の所掌と考えて宜しいで

しょうか。 

お見込みのとおりです。ただし、進捗状況により所掌については協議を行う

こととします。 

10 

【質 問】 【回 答】 

常用発電設備は更新となっておりますが、現状未使用とのことですが、

エネルギー最適を考えた上で中止しても宜しいでしょうか。 

稼働していない１号機と２号機は中止して構いません。最適なエネルギー設

備の計画の中で、常用発電設備が必要となった場合における設置場所、設置台

数、能力等については提案によります。 

11 

【質 問】 【回 答】 

コージェネレーションシステムは、現状ＥＳ事業となっているのでし

ょうか、変更する場合の申請はありますでしょうか、ある場合は連絡先

をお教え願います。 

現状は、ＥＳ事業とはなっていません。 

12 

【質 問】 【回 答】 

・避雷設備 

避雷導体が屋根に設置されているのか、現状の状況が分かる写真などを

いただけますでしょうか。 

・雪止めアングル 

撤去・新設又は塗装とございますが、現状の状況が分かる写真などをい

ただけますでしょうか。 

 現状のわかる写真はありません。２期工事での改修工事となる部分ですの

で、業務の中で調査をお願いします。 
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13 

【質 問】 【回 答】 

プール室１排水溝（浸透性塗布防水）：ウレタン防水改修について、

アスベスト調査結果の一覧には、プール室２の排水溝については記載が

ございますが、プール１については記載がございません。 

現地確認では確認ができませんでしたので、プール１の排水溝につい

ても石綿がプール２同様あるかお教えください。 

プール室１及びプール室２は、同時期の施工のため同様であると想定してい

ます。 

 


